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「
行
政
相
談
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

絵
で
伝
え
よ
う

「
わ
た
し
の
ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」

絵
画
展
の
お
知
ら
せ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る

電
気
機
器
が
な
い
か
点
検

し
て
く
だ
さ
い

11
月
24
日(

日)

は
ご
み
の

持
込
み
が
可
能
で
す

問 

彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４
）

問 

長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会(

生
涯
学
習
文
化
課
内)

（
☎
６
５
ー
６
５
５
２
）

問 

環
境
保
全
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
３
）

問 

環
境
保
全
課(

☎
６
５
ー
６
５
１
３)

　
行
政
相
談
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
11
月
21
日(

木)

９
時
～
12
時

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

八
幡
東
町)

　
行
政
相
談
委
員
　
小こ

ば
や
し林 

喜き

八は
ち

郎ろ
う 

氏

②
11
月
21
日(

木)

９
時
～
12
時

　
木
之
本
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　(

木
之
本
町
木
之
本)

　
行
政
相
談
委
員
　
谷た

に

口ぐ
ち 

慶け
い

祐ゆ
う 

氏

③
11
月
27
日(

水)

９
時
～
12
時

　
湖
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　(

湖
北
町
速
水)

　
行
政
相
談
委
員
　
竹た

け

本も
と 

久ひ
さ

隆た
か 

氏

④
11
月
28
日(

木)

９
時
～
12
時

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

八
幡
東
町)

　
行
政
相
談
委
員
　
三み

浦う
ら 

正ま
さ

司し 

氏

※�

相
談
無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
し
ま

す
。

問
合
せ

　
滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
―
５
２
３
―
１
１
０
０

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
、「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う

時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者
お
よ
び
送
付
時
期

　
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
納
付
し
た
人

は
11
月
上
旬

　
10
月
１
日
～
12
月
31
日
に
今
年
初
め
て

納
付
し
た
人
は
令
和
２
年
２
月
上
旬

※�

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
彦
根
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　
☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４
　

　
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
人
々
の
交
流
、
伝

承
行
事
、
古
い
ま
ち
な
み
な
ど
、
未
来
に
残

し
伝
え
て
い
き
た
い
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
た

か
ら
も
の
」
を
題
材
に
し
た
、
市
内
の
小
中

学
生
に
よ
る
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
、
市

内
３
か
所
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

①
11
月
２
日(

土)

～
10
日(

日)

　
10
時
～
18
時(

月
・
火)

休
館

②
11
月
14
日(

木)

～
21
日(

木)

　
10
時
～
18
時(

月
・
火)

休
館

③
11
月
25
日(

月)

～
12
月
５
日(

木)

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分(

土
・
日)

休
館

【
と
こ
ろ
】

①
高
月
図
書
館(

高
月
町
渡
岸
寺)

②
浅
井
図
書
館(

大
依
町)

③
市
役
所
本
庁
舎(

八
幡
東
町)

【
入
場
料
】	

無
料

問
合
せ

　
生
涯
学
習
文
化
課〈
本
庁
舎
３
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
５
２

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ(

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル)

を
含
む

電
気
機
器
等(

変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
家

庭
用
を
除
く
照
明
用
安
定
器
な
ど)

を
使
用

ま
た
は
保
管
し
て
い
る
と
き
は
、
法
律
に
基

づ
く
届
出
、
適
正
な
保
管
が
必
要
で
す
。
事

業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル(

高
圧
受

電
設
備
）、
倉
庫
な
ど
を
点
検
し
て
く
だ
さ

い(

点
検
時
は
必
ず
電
気
主
任
技
術
者
等
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い)

。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
処
分
期
間
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

は
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
処
分
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
滋
賀
県
循
環
社
会
推
進
課

　
☎
０
７
７
―
５
２
８
―
３
４
７
３

　
ク
リ
ス
タ
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト

お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ご
み
の

持
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
８
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分

○
次
回
持
込
み
受
付
予
定
日

　
12
月
29
日(

日)

学
校
給
食
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か

認
知
症
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
と

一
緒
に
歩
む
市
民
の
つ
ど
い

地
域
福
祉
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

問 

学
校
給
食
室(

☎
６
３
ー
５
８
１
８)

問 

高
齢
福
祉
介
護
課(

☎
６
５
ー
７
８
４
１)

問 

高
齢
福
祉
介
護
課(

☎
６
５
ー
７
８
４
１)

　
学
校
給
食
で
は
、
毎
月「
長
浜
の
日
」や「
滋
賀
の
日
」と
し

て
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
11

月
の「
滋
賀
の
日
」は
ビ
ワ
マ
ス
を
使
っ
た
献
立
で
す
。

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
食
に
関
す
る
理
解
と
関
心

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
日
の
学
校
給
食
を

提
供
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

　
市
内
在
住
の
学
校
給
食
に
興
味
の
あ
る
人

【
と
　
き
】

　
11
月
28
日(

木)

11
時
～
13
時

【
と
こ
ろ
】

　
長
浜
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー(

南
田
附
町)

　
長
浜
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー(

高
月
町
高
月)

【
申
込
み
】

　
11
月
12
日(

火)

ま
で
に
、希
望
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
定
　
員
】

　
各
40
食(

先
着
順)

１
食
２
５
０
円

※�

当
日
は
、
見
学
通
路
か
ら
給
食
調
理
の
様
子
を
見
学
で
き

ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３
―
５
８
１
８

　
長
浜
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
５
―
２
０
０
１

～
み
ん
な
で
つ
く
る
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
　
や
さ
し
い
ま
ち
～

　「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
た
い
」
そ
ん
な

思
い
を
叶
え
る
た
め
に
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の
み
ん

な
で
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
認
知

症
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
と
　
き
】	

11
月
24
日(

日)

13
時
30
分
～(

12
時
開
場)

【
と
こ
ろ
】	

南
郷
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

新
栄
町)

【
内
　
容
】

基
調
講
演
　
演
題

　『
認
知
症
の
母
を
介
護
し
て
感
じ
る
人
生
の
豊
か
さ
』

　
講
師
　
小こ

宮み
や 

俊と
し

昭あ
き 

氏

活
動
報
告

唐
国
町
民
生
委
員

神
照
郷
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
会
場
内
で
の
催
し
】

〇
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
個
別
相
談(

認
知
症
・
介
護) 

〇
認
知
症
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
希
望
す
る
場
所
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
医
療
現
場
で
の
様
子
や
地
域
で
で
き

る
こ
と
を
知
っ
て
、「
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
」
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。

【
内
　
容
】

〇
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト(

岡お
か

田だ 

健け
ん

太た

郎ろ
う 

氏)

〇「
大
野
木
長
寿
村
ま
ち
づ
く
り
会
の
取
り
組
み
か
ら
」

　 

大
野
木
長
寿
村
ま
ち
づ
く
り
会

〇�

ど
の
世
代
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
　
～
米
原
地
域
包
括
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ふ
く
し

あ
」で
の
取
り
組
み
～

　
セ
ン
タ
ー
長
　
中な

か

村む
ら 

泰や
す

之ゆ
き 

医
師

【
と
　
き
】

　
12
月
８
日(

日)

13
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】

　
米
原
市
近
江
公
民
館(

米
原
市
顔
戸)

【
申
込
締
切
】

　
11
月
29
日(

金)

ま
で
に
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　
長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
５
―
２
７
５
５

講師　小宮 俊昭 氏　

認知症の人と家族の会滋賀県
支部代表。介護がきっかけで

「家族の会」入会、２年目から
世話人副代表。「男性介護者
のつどい」の運営を開始し「中
北の家」に発展、現在に至る。
男性介護者のつどい「彦根こ
んき会」を運営。

▲�大野木長寿村まちづくり
会の活動の様子

▲講師：中村 泰之 医師


